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2ながはま市議会だより

令和７年８月４日の招集議会で新たな議長・副議長を
はじめ、委員会の委員が決まりました。
すでに新体制のもと、取組を進めています。

議長・副議長あいさつ

議長　伊藤喜久雄 副議長　杉本　英一
　市民の皆さま方には、日頃より本市議会に対しまして、ご理解とご協力を賜り心より感謝申しあ
げます。
　この度、令和７年長浜市議会定例会招集議会におきまして、議長及び副議長に就任いたしました。
この重責を全うすべく、全力を尽くしてまいります。
　本市で平成 23年に制定されました市民自治基本条例には、自治の主体である市民、市議会、市そ
れぞれの役割や責任がうたわれていますが、本市議会では同条例との整合性を保持するため平成 25
年に長浜市議会基本条例を制定し、さまざまな議会活動に取り組んできました。今後も議会活動の
みえる化をはじめ、議会改革や議会力の強化を図ることで、市民の誰もが安心・安全に、笑顔で幸
せに暮らせるまちづくりを実現できるよう、議員の力を結集してまいります。
　また、議員間討議の制度化をはじめとした議会改革をさらに進め、市民に開かれた信頼される議
会をめざします。また、市民参加型議会の構築を進めるため、市議会だよりや意見交換等を通じて、
意見の聴取や情報提供を適宜行ってまいります。市民の皆さまに議会を身近に感じていただき、議
会について関心を持っていただければ幸いです。
　今後も、皆さまからの負託に応えられるよう、誠心誠意努力してまいりますので、ご支援とご協
力をよろしくお願いいたします。

役員等一覧表

◎ 千 田 貞 之 	○ 北 川 陽 大 	　 田 中 真 浩
　 中 川 　 勇 	　 橋 本 典 子 	　 鋒 山 紀 子
　 松 本 長 治

◎ 大 橋 延 行 	○ 多 賀 修 平 	　 岩 川 信 子
　 押 谷 正 春 	　 加 納 義 之 	　 北 川 陽 大
　 鬼 頭 明 男 	　 杉 本 英 一 	　 千 田 貞 之
　 髙 山 　 亨 	　 竹 本 直 隆 	　 田 中 真 浩
　 中 川 　 勇 	　 中 川 リ ョ ウ 	　 橋 本 典 子
　 藤 井 　 登 	　 鋒 山 紀 子 	　 松 本 長 治
　 村 山 さ お り 	　 矢 守 昭 男

　 伊 藤 喜 久 雄 	　 大 橋 延 行 	　 押 谷 正 春
　 加 納 義 之 	　 鬼 頭 明 男 	　 千 田 貞 之
　 髙 山 　 亨 	　 竹 本 直 隆 	　 中 川 リ ョ ウ
　 鋒 山 紀 子 	　 松 本 長 治 	　 矢 守 昭 男

　 伊 藤 喜 久 雄（議長）	 杉 本 英 一（副議長）
　 藤 井 　 登（議運委員長）	 千 田 貞 之（総教委員長）
　 加 納 義 之（健福委員長）	 岩 川 信 子（産建委員長）
　 大 橋 延 行（予算委員長）

◎ 加 納 義 之 	○ 村 山 さ お り 	　 大 橋 延 行
　 押 谷 正 春 	　 髙 山 　 亨 	　 竹 本 直 隆
　 藤 井 　 登

◎ 藤 井 　 登 	○ 髙 山 　 亨 	　 大 橋 延 行
　 加 納 義 之 	　 鬼 頭 明 男 	　 千 田 貞 之
　 竹 本 直 隆 	　 中 川 　 勇

◎ 橋 本 典 子 	○ 村 山 さ お り 	　 岩 川 信 子
　 押 谷 正 春 	　 加 納 義 之 	　 鬼 頭 明 男
　 杉 本 英 一 	　 千 田 貞 之 	　 田 中 真 浩
　 藤 井 　 登 	　 鋒 山 紀 子 	　 矢 守 昭 男

　 伊 藤 喜 久 雄 	　 岩 川 信 子 	　 加 納 義 之
　 北 川 陽 大 	　 杉 本 英 一 	　 千 田 貞 之
　 髙 山 　 亨 	　 竹 本 直 隆 	　 田 中 真 浩
　 橋 本 典 子 	　 松 本 長 治 	　 矢 守 昭 男

◎ 岩 川 信 子 	○ 鬼 頭 明 男 	　 杉 本 英 一
　 多 賀 修 平 	　 中 川 リ ョ ウ 	　 矢 守 昭 男

◎ 押 谷 正 春 	○ 中 川 　 勇 	　 岩 川 信 子
　 大 橋 延 行 	　 北 川 陽 大 	　 鬼 頭 明 男
　 竹 本 直 隆 	　 橋 本 典 子 	　 藤 井 　 登
　 鋒 山 紀 子

　 伊 藤 喜 久 雄 	　 岩 川 信 子 	　 多 賀 修 平
　 髙 山 　 亨 	　 田 中 真 浩 	　 中 川 　 勇
　 中 川 リ ョ ウ 	　 藤 井 　 登 	　 村 山 さ お り

　 伊 藤 喜 久 雄 	　 岩 川 信 子 	　 押 谷 正 春
　 杉 本 英 一 	　 田 中 真 浩 	　 藤 井 　 登
　 松 本 長 治 	　 矢 守 昭 男

◎委員長　○副委員長

令和７年定例会が開会しました
会期／令和７年８月４日から令和８年６月30日までの331日間

令和７年招集議会
会期／８月４日

総務教育常任委員会

予算常任委員会

湖北広域行政事務センター議会議員

敦賀・長浜・高島三市議会協議会委員

健康福祉常任委員会

議会運営委員会

広報広聴委員会

湖北地域消防組合議会議員

産業建設常任委員会

議会活性化検討委員会

長浜水道企業団議会議員

長浜・米原市議会連絡協議会委員
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新しい常任委員長が今後の委員会運営についてお伝えします。

総務教育常任委員会　委員長　千田　貞之

健康福祉常任委員会　委員長　加納　義之

　本委員会の所管は、市政の根幹を支え
る重要な分野であり、公正かつ円滑な運
営に努め市民の皆様に信頼される成果を
上げられるよう委員会の皆様の協力を得
ながら、誠心誠意努めさせていただきま
す。まちの方向性を司る総務部、未来創
造部、市民協働部、防災危機管理局、会
計課、教育委員会、選挙管理委員会、監

査委員等を所管します。
　少子高齢化、人口減少、公共施設の維持管理、インフラ整備、
財政の健全化を求めるなど喫緊の課題が山積する中、持続可能
なまちづくりを進め、「活力ある長浜市」の実現に向け総合計画
のもと、市民の安心、安全に寄与できるよう全力で取り組みます。

　本委員会では、地域の皆様の健康増進、
高齢者福祉、子育て支援、しょうがい者
施策、地域医療など生活に密着した重要
課題を幅広く扱っております。少子高齢
化や地域格差、地域医療・介護の人材不
足など、私たちが直面する課題は多岐に
わたります。私は、委員長として、委員
の皆様と協力をしながら、現場の声に耳

を傾け、実効性のある政策提言と制度改善に努めてまいりたいと
思います。とりわけ、誰もが安心して暮らせる地域社会の実現に
向けて、行政、関係機関、市民の皆様との連携を大切にし、開か
れた委員会運営を目指してまいりたいと思います。今後とも皆様
のご理解とご協力を賜りますよう宜しくお願い申しあげます。

橋本　典子 鋒山　紀子 松本　長治

中川　勇田中　真浩

竹本　直隆髙山　亨

押谷　正春大橋　延行副委員長
村山さおり

藤井　登

令和７年招集議会
会期／８月４日

産業建設常任委員会　委員長　岩川　信子

　このたび、昨年に引き続き産業建設常
任委員会の委員長を務めさせていただく
ことになりました。再びこの重責を担う 
にあたり、身の引き締まる思いでおりま
す。本委員会では、道路や橋梁の長寿命化、
雪寒対策、都市計画、地域産業の振興な
ど、市民生活に直結する課題について慎
重に審査を行っております。本年度も、

除雪体制の強化や道路整備、商工業の活性化など、皆さまの安全・
安心と暮らしやすさの向上に向けた施策について、活発な議論
を重ねてまいります。引き続き、市民の皆さまの声をしっかり
受け止め、委員会一同で課題解決に取り組んでまいります。今
後ともご理解とご協力を賜りますようお願い申しあげます。

副委員長
鬼頭　明男

杉本　英一 多賀　修平

中川リョウ 矢守　昭男

副委員長
北川　陽大
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令和７年長浜市議会定例会招集議会議決結果表
○市長提出議案（８月４日採決）

○市長提出議案（８月29日採決）

番号 件名 議決結果
議案第 61 号 令和７年度長浜市一般会計補正予算（第３号） 原案可決（全員）
議案第 62 号 令和７年度長浜市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 原案可決（全員）
議案第 63 号 令和７年度長浜市後期高齢者医療保険特別会計補正予算（第１号） 原案可決（全員）
議案第 64 号 長浜市宿泊観光施設条例の廃止について 原案可決（全員）
議案第 65 号 財産の取得について 原案可決（全員）

令和７年招集議会
令和７年９月定例月議会

令和７年９月定例月議会議決結果表
●賛否の分かれた議案等

●全員一致で可決・認定・同意・可と答申・採択したもの

　※	表内の「○」は賛成、「×」は反対、「欠」は欠席を表します。　　※	会派名の「無」は、会派に属さない議員です。
　※	議長の伊藤喜久雄は採決に加わりません。　　　　　　　　※所属会派は、９月定例月議会時点のものです。

番号 件名 付託先委員会
第66号 令和７年度長浜市一般会計補正予算（第４号） 予算

第93号～第99号 小谷財産区管理会の委員の選任について ー
第100号 田根財産区管理会の委員の選任について －

○諮問（８月29日採決）
第１号～第11号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて ー

○市長提出議案（９月30日採決）
番号 件名 付託先委員会 番号 件名 付託先委員会

第67号 令和７年度長浜市一般会計補正予算（第５号） 予算
第80号 長浜市の議会の議員及び長の選挙における選挙運

動の公費負担に関する条例の一部改正について 総教
第68号 令和７年度長浜市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 予算
第69号 令和７年度長浜市介護保険特別会計補正予算（第１号） 予算 第81号 長浜市職員の勤務時間、休暇等に関する条例等の一部改正について 総教
第70号 令和７年度長浜市病院事業会計補正予算（第１号） 予算 第82号 長浜市診療所条例及び長浜米原休日急患診療所

条例の一部改正について 健福
第73号 令和６年度長浜市国民健康保険特別会計（直診

勘定）歳入歳出決算の認定について 決算 第83号 長浜市農業集落排水処理施設条例の一部改正について 産建

第76号 令和６年度長浜市休日急患診療所特別会計歳入
歳出決算の認定について 決算 第85号 長浜市立学校の設置等に関する条例の一部改正について 総教

第87号 長浜市地区計画の区域内における建築物の制限
に関する条例の一部改正について 産建

第77号 令和６年度長浜市農業集落排水事業特別会計歳
入歳出決算の認定について 決算

第88号 長浜市都市計画マスタープランの改定について 産建

第78号 令和６年度長浜市病院事業会計資本剰余金の処
分及び決算の認定について 健福

第89号 長浜市定住自立圏形成方針の変更について 総教
第90号 財産の貸付けについて 産建

第79号 令和６年度長浜市公共下水道事業会計利益の処
分及び決算の認定について 産建

第91号 市道の路線の廃止及び認定について 産建
第92号 損害賠償の額を定めることについて 健福

○請願（９月30日採決）
第５号 高時川の濁水問題と源流域での風力発電事業計画に関する説明会開催を求める請願 健福
第６号 地域住民の医療を受ける権利を保障するために、診療報酬の改善や財政支援を国に求める意見書の提出を求める請願 健福
第７号 猛暑時の園・学校活動に関する安全基準の徹底と、運用体制の整備について 総教

○意見書案（９月30日採決）
第３号 地域住民の医療を受ける権利を保障するために、診療報酬の改善や財政支援を国に求める意見書 －

議案番号 案件
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〇市長提出議案（８月29日採決）
第86号 長浜市病院事業の設置等に関する条例の一部改正について 健福 可決 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 〇

〇市長提出議案（９月30日採決）
第71号 令和６年度長浜市一般会計歳入歳出決算の認定について 決算 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 〇
第72号 令和６年度長浜市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 決算 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 〇
第74号 令和６年度長浜市後期高齢者医療保険特別会計歳入歳出決算の認定について 決算 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 〇
第75号 令和６年度長浜市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 決算 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 〇
第84号 長浜市生活文化交流施設条例の一部改正について 総教 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 × 〇

総教・・総務教育　健福・・健康福祉　決算・・決算特別委員会

総教・・総務教育　健福・・健康福祉　産建・・産業建設
予算・・予算常任委員会　決算・・決算特別委員会
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令和７年９月定例月議会　決算特別委員会報告
令和６年度の決算議案を審査するため、正副議長を除く 19 人で組織する「決算特別委員会」を設けました。
決算特別委員会では３つの分科会（総務教育分科会・健康福祉分科会・産業建設分科会）を設け、専門的に
審査しましたので、その主なものを紹介します。

予算常任委員会に付託された議案５件について審査しました。

各常任委員会に付託された議案について、審査内容の一部を紹介します。議決結果は４ページをご覧ください。

Q　�議案第 71 号　令和６年度長浜市一般会計歳入歳出決算の認定についてのうち、移住・定住対策事業費
について、移住就業支援補助金の申請がなかった要因はどのように分析しているか。

A　�国で決められた諸条件が厳しく、合致する人がいませんでしたが、移住相談セミナー等は率先して参加
し、長浜ファンのさらなる獲得に努めています。

議案第 71 号　令和６年度長浜市一般会計歳入歳出決算の認定にかかる分科会担当分のほか５件について、
担当課から説明を受け、慎重に審査しました。

総務教育分科会　　９月24日

健康福祉分科会　　９月19日

令和７年９月定例月議会　常任委員会報告

令和７年９月定例月議会　予算常任委員会報告

令和７年９月定例月議会
会期／８月29日～９月30日

産業建設分科会　　９月17日

決算特別委員会（全体会）　　９月26日

総務教育常任委員会　　９月24日

議案第 71 号　令和６年度長浜市一般会計歳入歳出決算の認定にかかる分科会担当分及び議案第 77 号　令
和６年度長浜市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定について、担当課から説明を受け、慎重に審
査しました。

　各分科会から議案結果の報告を受け、さらに総括的な審査を行いました。

・議案第 80 号　長浜市の議会の議員及び長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の一部改正に
ついてほか４件、請願１件について審査しました。
・議案第 81 号　長浜市職員の勤務時間、休暇等に関する条例等の一部改正については、総務教育常任委員
会と健康福祉常任委員会で連合審査会を開催し、審査しました。

健康福祉常任委員会　　８月29日、９月19日
議案第 78 号　令和６年度長浜市病院事業会計資本剰余金の処分及び決算の認定についてほか３件、請願２
件について審査しました。また、湖北病院及び湖北やすらぎの里施設整備基本構想・基本計画の事業収支計
画の誤りについて、担当課から説明を受けました。

意見 　�議案第 86 号　長浜市病院事業の設置等に関する条例の一部改正に関連し、国に対して、今回のよ
うな一時的な給付金による支援ではなく、診療報酬の引き上げなど恒常的な支援を求めていくべき
であり、議会としても声をあげていきたい。

産業建設常任委員会　９月17日
・己高庵の無償貸付けに関する議案第 90 号　財産の貸付けについてほか５件の議案について、慎重に審査し
ました。また、長浜市農業振興地域整備計画の改定についてほか４件について担当課から説明を受けました。

予算常任委員会総務教育分科会　　８月29日、９月24日
議案第 66 号　令和７年度長浜市一般会計補正予算（第４号）のほか２件について審査しました。

予算常任委員会健康福祉分科会　　９月19日
議案第 67 号　令和７年度長浜市一般会計補正予算（第５号）のほか３件について審査しました。

予算常任委員会産業建設分科会　８月29日、９月17日
議案第 66 号　令和７年度長浜市一般会計補正予算（第４号）のほか１件について審査しました。

予算常任委員会（全体会）　　９月26日
　各分科会から議案結果の報告を受け、さらに総括的な審査を行いました。
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９月定例月議会では、４会派が代表質問、
14 人の議員が個人一般質問を行いました。

 会派代表質問（会派名）　※下記の質問項目のうち、太字部分について要約し、７ページに掲載しています。
○新しい風（中川　勇 議員） ①人口減少下における市財政の状況と今後の方向性等について
  ②市立長浜病院経営改善実行計画等について
  ③地域完結型医療の推進を目指す市立長浜病院の役割と大学病院と同等の高度医療の提供等について
○恵風会（千田　貞之 議員） ①市内忠魂碑について
  ②都市計画マスタープラン・立地適正化計画について
  ③熱中症から市民の命を守るための総合的な対策について
  ④いじめ被害児童生徒の安心できる環境づくりについて
○日本共産党長浜市議団 ①長浜市の財政運営と暮らし応援・教育関連の予算について
　　　　　　（髙山　亨 議員） ②市立２病院の経営改善実行計画について
  ③（仮称）小谷城戦国体験ミュージアムの建設予定について
○公明党（鋒山　紀子 議員） ①地方創生 2.0 と次期長浜市総合計画について
  ②予防医療の推進について
  ③災害対策の充実について
  ④子ども若者支援について

 個人一般質問（質問者順）　※下記の質問項目のうち、太字部分について要約し、８～ 11 ページに掲載しています。
○多賀　修平 議員 ①長浜市病院事業について
○橋本　典子 議員 ①投票所の環境改善について　　②養護老人ホームの入所について
 ③スクールソーシャルワーカーについて
○大橋　延行 議員 ①長浜市立湖北病院の機能と新築・竣工時期について
 ②長浜市立湖北病院の新築工事建設費用について
 ③長浜市病院事業経営改善に関する事項について
○加納　義之 議員 ①こども若者社会の実現に向けて　　②空き家対策について　　③産業振興について
 ④基金に頼らない施策展開のための自主財源確保について
 ⑤公有・公共財産の利活用について
○松本　長治 議員 ①野外活動施設の今後について　　②株式会社ふるさと夢公社きのもとについて
 ③（仮称）小谷城戦国体験ミュージアムの在り方について　　④市政運営について
○竹本　直隆 議員 ①尾上漁港に於けるルールの明確化と施設管理者の責任について
 ②長浜地方卸売市場の再編計画について　　③企業誘致について
 ④人口減少とごみ処理施設等について　　⑤ドクターカーの運行支援等について
 ⑥市役所職員の働き方改革について　　⑦自治会に対する市民の認識等について
○中川リョウ 議員 ①長浜市病院事業と経営改善実行計画について
○藤井　登 議員 ①子どもと地域の安全確保に向けた防犯対策について
 ②集団生活再開に伴う子どもの心の負担について
 ③小学校におけるがん出前授業の拡充について
 ④市立長浜病院のがん医療とゲノム医療の発展について
 ⑤（仮称）小谷城戦国体験ミュージアムについて
○鬼頭　明男 議員 ①公共施設の熱中症対策について　　②公共施設におけるバリアフリーについて
 ③開庁時間の変更後の状況について
○村山さおり 議員 ①家庭教育支援チームの推進について　　②ファミリー・サポート・センター事業について
 ③防災について
○田中　真浩 議員 ①観光産業の振興について
○矢守　昭男 議員 ①鉄道を活用した観光まちづくりについて
 ②保育士の人材不足と保育施設等の環境整備対応について
 ③病院職員の適正配置について　　④長浜市立２病院の医療機器の更新や配置の状況等について
 ⑤長浜市立湖北病院について　　⑥フードバンクの苦境等について
 ⑦戦没者慰霊塔の維持管理等について　　⑧市立図書館の空調設備の現状と対応について
○岩川　信子 議員 ①市民が利用しやすい窓口サービスの充実について　　②自治会未加入世帯への対応について
 ③指定ゴミ袋の利便性と価格の見直しについて
○北川　陽大 議員 ①（仮称）小谷城戦国体験ミュージアムの計画内容について　　②長浜大改革のビジョンについて
 ③職員の事務ミスについて

市政を問う
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会 派 代 表 質 問

各会派の代表質問録画映像はQRコードからアクセスできます！
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田上山忠魂碑

問
高
齢
者
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
フ
レ
イ
ル
は

加
齢
に
伴
う
聴
覚
機
能
の
低
下
が
引
き

金
と
な
り
心
身
の
活
力
が
衰
え
る
「
フ

レ
イ
ル
」
の
一
種
で
、
認
知
症
リ
ス
ク

要
因
と
な
る
な
ど
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

予
防
医
療
の
観
点
か
ら
早
期
発
見
の
た

め
の
聴
力
検
査
が
必
要
と
考
え
る
が
、

見
解
を
問
う
。

答
難
聴
高
齢
者
の
早
期
発
見
の
た
め
の

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
作
成
し
、
65
歳
以

上
の
高
齢
者
を
対
象
に
早
期
発
見
の
た

め
耳
の
聞
こ
え
の
チ
ェ
ッ
ク
を
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。
５
項
目
の
内
、
１
つ
で

も
該
当
す
れ
ば
、
受
診
、
相
談
を
お
勧

め
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
長
浜
市
高
齢
者
補
聴
器
購

入
費
助
成
事
業
」
の
活
用
に
つ
き
ま
し

て
も
所
得
要
件
等
の
諸
条
件
の
説
明
と

と
も
に
情
報
提
供
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
難
聴
高
齢
者
の
早
期
発
見
、
予

防
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

健
康
寿
命
の
延
伸
を
図
る
、

予
防
医
療
の
推
進
を

公
明
党

 

（
鋒
山
　
紀
子 

議
員
）

問
採
算
重
視
の
民
間
と
違
い
、
自
治
体

病
院
と
し
て
守
る
べ
き
医
療
を
大
切
に

し
て
ほ
し
い
が
そ
の
考
え
を
問
う
。
経

営
再
建
時
に
は
、
人
件
費
大
幅
削
減
が

常
套
手
段
だ
が
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
確
保

は
今
後
最
重
要
課
題
と
な
る
。
同
じ
よ

う
な
考
え
な
の
か
を
問
う
。

答
コ
ロ
ナ
禍
へ
の
対
応
を
は
じ
め
、
長

浜
病
院
に
お
け
る
高
度
医
療
や
湖
北
病

院
の
へ
き
地
医
療
な
ど
、
こ
の
地
域
で

完
結
可
能
な
安
心
医
療
に
努
め
て
お
り
、

医
師
や
看
護
師
な
ど
の
人
材
確
保
と
定

着
も
現
在
不
可
欠
で
、
士
気
低
下
や
離

職
が
出
な
い
よ
う
、
人
員
配
置
の
改
善
、

経
費
削
減
、
病
棟
運
営
の
効
率
化
な
ど
、

し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

問
日
赤
も
含
め
全
国
の
病
院
経
営
が
赤

字
で
、
地
域
医
療
立
直
し
の
緊
急
特
別

支
援
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
こ
れ
ま
で
の
繰
出
金
ル
ー
ル
に
基
づ

き
つ
つ
、
令
和
７
年
度
決
算
等
を
踏
ま

え
、
市
民
生
活
を
守
る
観
点
か
ら
必
要

な
検
討
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

湖
北
医
療
に
貢
献
し
て
い
る

市
立
２
病
院
の
再
建
努
力
を

評
価
し
て
、市
の
最
大
支
援
を

日
本
共
産
党
長
浜
市
議
団

 

（
髙
山
　
亨 

議
員
）

問
戦
後
80
年
を
迎
え
、
去
る
８
月
16
日

に
長
浜
市
平
和
祈
念
式
典
が
行
わ
れ
た
。

各
地
に
戦
争
の
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々

の
英
霊
に
哀
悼
の
誠
を
さ
さ
げ
る
「
忠

魂
碑
」
が
数
多
く
建
立
さ
れ
て
い
る
。

遺
族
の
高
齢
化
、
自
治
会
の
人
口
減
少

下
で
維
持
管
理
に
つ
い
て
問
う
。

答
忠
魂
碑
の
建
立
の
背
景
や
目
的
、
歴

史
的
価
値
、
戦
争
の
記
憶
や
平
和
を
祈

念
す
る
象
徴
と
し
て
の
意
義
に
加
え
、

維
持
管
理
の
状
況
や
今
後
の
在
り
方
に

つ
い
て
、
遺
族
会
や
自
治
会
な
ど
関
係

者
で
議
論
を
深
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

厚
生
労
働
省
の
現
状
把
握
の
た
め
の
調

査
結
果
を
注
視
し
つ
つ
、
引
き
続
き
先

進
事
例
な
ど
研
究
し
て
ま
い
り
ま
す
。

忠
魂
碑
の

統
合
を
考
え
て
！

恵
風
会

 

（
千
田
　
貞
之 

議
員
）

問
過
去
最
大
の
経
営
赤
字
下
で
の
地
域

が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
（
全
国
に
３

５
２
箇
所
、
う
ち
県
内
は
４
箇
所
）
更

に
県
立
と
関
連
病
院
を
含
め
計
７
病
院

が
存
在
し
て
い
る
。
大
学
病
院
と
同
等

の
高
度
医
療
を
提
供
す
る
理
由
を
問
う
。

答
当
拠
点
病
院
は
、
が
ん
患
者
に
放
射

線
治
療
を
提
供
で
き
る
体
制
の
整
備
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
令
和
５
年
に
は

放
射
線
装
置
・
リ
ニ
ア
ッ
ク
を
更
新
し

て
お
り
、
県
北
部
で
は
唯
一
の
高
精
度

放
射
線
治
療
実
施
施
設
で
す
。
同
装
置

は
健
常
な
組
織
の
被
ば
く
を
抑
え
つ
つ

精
密
な
照
射
が
可
能
で
、
優
れ
た
治
療

効
果
を
発
揮
す
る
た
め
、
湖
北
地
域
以

外
か
ら
も
多
く
の
患
者
が
治
療
を
受
け

に
来
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

抗
が
ん
剤
治
療
中
は
体
力
的
に
通
院

が
困
難
に
な
る
こ
と
か
ら
、
大
学
病
院

や
県
南
部
の
医
療
機
関
へ
の
移
動
に
時

間
が
か
か
る
市
民
の
皆
さ
ま
が
、
安
心

し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
地
域
完
結
型

医
療
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
拠
点
病

院
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
べ
く
診
療

に
あ
た
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

市
立
病
院
の
役
割
と

大
学
病
院
と
同
等
の

高
度
医
療
の
提
供
？

新
し
い
風

 

（
中
川
　
勇 

議
員
）
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個 人 一 般 質 問
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加
納
　
義
之 

議
員

 

（
新
し
い
風
）

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
と
は

問
空
き
家
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
（
空
き

家
バ
ン
ク
制
度
）
の
進
捗
状
況
と
活
用

に
つ
い
て
問
う
。

答
空
き
家
の
増
加
傾
向
を
重
要
な
課
題

と
し
て
認
識
し
て
お
り
、
そ
の
正
確
な

実
態
把
握
を
目
的
に
、
昨
年
度
、
市
内

全
域
を
対
象
と
し
た
実
態
調
査
を
実
施

い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
空
き
家

の
位
置
や
地
域
ご
と
の
件
数
、
物
件
の

状
態
な
ど
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
て
お

り
ま
す
。
空
き
家
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム

に
つ
い
て
で
す
が
、
こ
れ
は
実
態
調
査

で
収
集
し
た
情
報
を
一
元
的
に
管
理
す

る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
で
す
。
こ
の
シ
ス

テ
ム
に
よ
り
、
空
き
家
情
報
を
適
切
に

把
握
、
管
理
し
、
所
有
者
に
は
空
き
家

の
利
活
用
を
促
す
情
報
を
積
極
的
に
提

供
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
デ
ー
タ
を
活

用
し
民
間
事
業
者
と
連
携
し
た
移
住
定

住
施
策
を
推
進
す
る
な
ど
、
更
な
る
利

活
用
や
空
き
家
解
消
に
向
け
た
取
組
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問
湖
北
病
院
の
病
床
数
等
規
模
及
び
竣

工
時
期
に
つ
い
て
、
湖
北
圏
域
地
域
医

療
構
想
調
整
会
議
で
１
２
０
床
の
病
院

と
し
て
改
築
す
る
こ
と
が
２
年
前
に
認

識
さ
れ
て
い
る
。
滋
賀
医
科
大
学
・
京

都
大
学
医
学
部
が
総
合
診
療
医
育
成
の

病
院
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。
適
正

な
病
床
数
等
規
模
及
び
竣
工
時
期
に
つ

い
て
問
う
。

答
湖
北
病
院
の
病
床
数
等
に
つ
い
て
は
、

「
湖
北
病
院
及
び
湖
北
や
す
ら
ぎ
の
里
施

設
整
備
基
本
構
想
・
基
本
計
画
」
を
も

と
に
、
令
和
５
年
９
月
27
日
に
開
催
さ

れ
た
湖
北
圏
域
地
域
医
療
構
想
調
整
会

議
に
お
い
て
、
新
た
な
病
院
の
規
模
や

病
床
等
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
、
合
意

が
得
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。
竣
工
時
期

に
つ
い
て
は
、
病
院
事
業
の
経
営
悪
化

等
に
伴
い
、
施
設
整
備
に
か
か
る
資
金

計
画
等
に
つ
い
て
再
度
検
討
す
る
必
要

が
生
じ
た
こ
と
か
ら
、
現
在
市
長
部
局

と
協
議
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

長
浜
市
立
湖
北
病
院
の

機
能
と
新
築・竣
工
時
期
を
明
確
に

大
橋
　
延
行 

議
員

 

（
恵
風
会
）

橋
本
　
典
子 

議
員

 

（
日
本
共
産
党
）

投
票
所
の
環
境
改
善
を

問
投
票
率
の
向
上
に
は
、
政
治
に
関
心

が
あ
る
人
を
増
や
す
、
政
治
や
選
挙
へ

の
関
心
を
高
め
る
施
策
を
講
じ
て
、
そ

の
上
に
投
票
所
が
身
近
な
と
こ
ろ
に
あ

る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
昨
年
の
衆
議
院

選
挙
の
時
、
余
呉
・
西
浅
井
地
域
に
７

か
所
の
臨
時
期
日
前
投
票
所
を
設
け
ら

れ
た
が
、
そ
の
効
果
と
身
近
な
投
票
所

の
実
現
に
向
け
、
市
の
考
え
を
問
う
。

答
当
日
投
票
所
か
ら
３
㎞
以
上
の
距
離

が
あ
る
余
呉
・
西
浅
井
地
域
の
自
治
会

で
開
設
し
た
臨
時
期
日
前
投
票
所
に
つ

い
て
は
、
４
２
０
人
の
有
権
者
に
対
し
、

98
人
の
投
票
が
あ
り
、
利
用
率
は
23
・

３
％
で
し
た
。
５
か
所
の
投
票
所
に
お

い
て
は
、
冷
房
の
な
い
学
校
の
体
育
館

で
投
票
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
今
後
、

学
校
と
調
整
の
う
え
、
冷
暖
房
の
あ
る

教
室
等
で
の
環
境
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

併
せ
て
、
集
客
施
設
な
ど
市
民
が
集
ま

る
場
所
に
出
向
き
、
期
日
前
投
票
所
を

開
設
で
き
な
い
か
検
討
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

問
病
院
の
赤
字
の
深
刻
さ
が
十
分
市
民

に
伝
わ
っ
て
い
な
い
。
令
和
６
年
度
に

出
た
約
20
億
円
の
赤
字
は
、
穴
埋
め
し

よ
う
と
す
る
と
、
赤
ん
坊
か
ら
１
０
０

歳
の
お
年
寄
り
ま
で
、
す
べ
て
の
市
民

が
一
人
２
万
円
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
よ
う
な
大
き
さ
と
い
う
理
解
で

よ
い
か
問
う
。

答
20
億
円
は
、
人
口
10
万
人
の
市
民
で

換
算
し
ま
す
と
１
人
当
た
り
２
万
円
と

い
う
計
算
に
な
り
、
病
院
事
業
と
し
て

も
大
き
な
赤
字
額
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
ま
す
。

問
経
営
改
善
実
行
計
画
で
は
、
今
後
５

年
間
で
市
か
ら
約
32
億
円
の
支
援
が
必

要
と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い

る
か
。
ま
た
、
市
の
他
の
事
業
へ
の
影

響
は
な
い
の
か
。

答
約
32
億
円
と
い
う
額
は
５
年
間
の
収

支
不
足
額
を
積
み
上
げ
た
も
の
で
、
大

変
大
き
な
額
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
こ
れ
を
支
援
い
た
だ
く
場
合
、
市

の
事
業
全
体
へ
の
影
響
も
大
き
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

長
浜
市
病
院
事
業
欠
損

額
を
例
え
る
と

多
賀
　
修
平 

議
員

 

（
新
し
い
風
）

※会派名の表示は、９月定例月議会時点のものです。
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松
本
　
長
治 

議
員

 

（
恵
風
会
）

市
が
歴
史
文
化
発
信
の
た
め

果
た
す
べ
き
役
割
と
は

問
小
谷
城
戦
国
野
外
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
構

想
の
考
え
方
が
あ
っ
た
。
こ
の
『
野
外
』

が
み
そ
。
本
来
野
外
で
ホ
ン
モ
ノ
に
光

を
当
て
る
事
が
重
要
で
あ
り
、
施
設
は

清
水
谷
に
設
置
す
べ
き
。
ま
た
、
や
る

べ
き
順
序
と
し
て
、
石
垣
な
ど
の
修
繕

や
説
明
看
板
な
ど
の
設
置
、
展
望
箇
所

に
加
え
、
特
に
竹
生
島
や
虎
御
前
山
、

横
山
に
姉
川
血
原
な
ど
の
整
備
も
重
要
。

ま
た
、
も
う
一
つ
の
視
点
と
し
て
、
関

ケ
原
か
ら
一
乗
谷
ま
で
の
歴
史
の
集
積

拠
点
と
す
べ
き
だ
と
も
言
え
る
の
で
、

将
来
に
わ
た
り
滋
賀
県
民
に
引
き
継
ぐ

重
要
な
歴
史
、
文
化
と
い
う
宝
を
県
の

北
部
振
興
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
県
主

体
で
建
設
管
理
す
べ
き
。
市
の
役
割
は

周
辺
の
拠
点
や
各
所
を
繋
ぐ
交
通
な
ど

の
支
援
を
し
っ
か
り
や
る
こ
と
で
は
な

い
か
、
市
の
お
考
え
を
問
う
。

答
財
政
が
大
変
厳
し
い
状
況
で
す
。
ま

た
小
谷
山
の
ほ
ぼ
全
域
が
国
指
定
史
跡

で
あ
る
こ
と
や
、
市
全
体
の
公
共
施
設

の
在
り
方
の
議
論
を
重
ね
て
き
た
経
緯

も
あ
り
ま
す
。
引
き
続
き
し
っ
か
り
と

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

問
長
浜
地
方
卸
売
市
場
用
地
活
用
検
討

業
務
委
託
料
に
つ
い
て
、
卸
売
市
場
用

地
の
将
来
の
在
り
方
を
検
討
す
る
基
礎

資
料
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る

委
託
料
５
０
０
万
円
が
予
算
化
さ
れ
て

い
る
が
、
見
解
を
問
う
。

答
本
委
託
調
査
は
南
長
浜
ま
ち
づ
く
り

ビ
ジ
ョ
ン
に
お
い
て
内
外
交
流
ゾ
ー
ン

に
位
置
す
る
卸
売
市
場
用
地
の
将
来
の

基
礎
資
料
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

予
算
化
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
物
価
高

騰
に
よ
る
市
場
に
入
居
さ
れ
て
い
る
卸

売
業
者
、
さ
ら
に
は
市
場
を
利
用
さ
れ

る
飲
食
店
な
ど
へ
の
影
響
も
少
な
く
な

い
こ
と
か
ら
、
調
査
を
行
う
時
期
や
進

め
方
に
つ
い
て
は
十
分
配
慮
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
、
現
時
点
で
は
調
査
開

始
に
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
拙
速
に
調
査

を
す
る
の
で
は
な
く
、
適
切
な
タ
イ
ミ

ン
グ
で
調
査
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

長
浜
地
方
卸
売
市
場
の

再
編
計
画
を

竹
本
　
直
隆 

議
員

 

（
新
し
い
風
）

中
川
リ
ョ
ウ 

議
員

 

（
無
会
派
）

長
浜
市
病
院
事
業
の

更
な
る
経
営
改
善
を
！

問
７
月
に
経
営
改
善
実
行
計
画
が
発
表

さ
れ
た
。
会
派
代
表
質
問
の
答
弁
で
は

「
未
完
成
な
改
善
計
画
」
と
病
院
事
業
管

理
者
か
ら
答
弁
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
通

り
で
あ
る
。
収
支
均
衡
を
目
指
す
覚
悟

が
あ
る
の
か
と
疑
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

長
浜
市
の
財
政
状
況
に
鑑
み
る
と
更
な

る
経
営
改
善
が
必
要
で
あ
る
。

　

市
民
の
負
担
を
減
ら
す
た
め
に
、
令

和
11
年
度
の
収
支
均
衡
を
目
指
し
た
更

な
る
改
善
策
の
検
討
を
早
急
に
行
う
べ

き
と
考
え
る
が
、
見
解
を
問
う
。

答
負
担
を
少
し
で
も
減
ら
し
、
地
域
に

必
要
な
医
療
を
提
供
し
続
け
ら
れ
る
よ

う
、
本
計
画
を
確
実
に
実
行
す
る
と
と

も
に
、
今
後
の
診
療
報
酬
や
患
者
動
向

も
注
視
し
な
が
ら
、
よ
り
高
い
効
果
を

目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
可
能
な
限
り
計
画
の
前
倒
し

を
実
施
し
、
計
画
で
は
項
目
と
し
て
挙

げ
ら
れ
て
い
な
い
細
や
か
な
取
組
に
つ

い
て
も
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問
子
ど
も
の
安
全
確
保
は
地
域
全
体
の

責
任
で
あ
り
、
行
政
・
学
校
・
住
民
が

一
体
で
取
り
組
む
べ
き
課
題
で
あ
る
。

近
年
、
犯
罪
は
特
定
の
場
所
に
集
中
し
、

ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
へ
の
注
意
が
必
要
と

さ
れ
る
。
特
に
「
入
り
や
す
く
外
か
ら

見
え
に
く
い
場
所
」
は
危
険
性
が
高
く
、

事
件
の
温
床
と
な
り
得
る
。
そ
こ
で
地

域
内
の
犯
罪
発
生
傾
向
を
分
析
し
、
特

に
危
険
度
の
高
い
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
を

ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
犯
罪
抑
止
に
つ

な
げ
て
い
る
の
か
を
問
う
。

答
地
域
内
の
犯
罪
発
生
傾
向
は
警
察
情

報
や
公
式
防
犯
ア
プ
リ
で
把
握
・
分
析

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
う
し
た
犯

罪
の
起
き
た
箇
所
だ
け
で
な
く
、
ホ
ッ

ト
ス
ポ
ッ
ト
は
、
入
り
や
す
く
見
え
に

く
い
場
所
を
地
域
で
特
定
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。
そ
の
た
め
専
門
家
を
招
い

た
研
修
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
有
効
で

あ
り
、
防
犯
意
識
を
高
め
る
手
段
で
す
。

長
浜
市
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
手

引
き
や
地
域
安
全
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
を
通

じ
周
知
を
図
り
、
さ
ら
に
効
果
的
な
普

及
方
法
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

子
ど
も
の
安
全
を

守
る
た
め
の

地
域
一
体
の
防
犯
体
制

藤
井
　
登 

議
員

 

（
恵
風
会
）

※会派名の表示は、９月定例月議会時点のものです。

長浜地方卸売市場
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問
湖
北
病
院
は
、
老
朽
化
に
伴
い
、
病

床
数
１
２
０
床
、
予
算
額
１
１
７
億
円

で
建
設
さ
れ
る
計
画
だ
が
、
市
財
政
状

況
が
厳
し
い
中
、
西
浅
井
や
余
呉
の
診

療
所
施
設
の
増
設
等
に
よ
る
建
て
替
え

規
模
の
縮
小
や
全
室
個
室
の
見
直
し
等

の
考
え
は
な
い
の
か
問
う
。

答
湖
北
病
院
と
西
浅
井
診
療
所
や
中
之

郷
診
療
所
、
出
張
診
療
所
等
を
含
め
た

北
部
地
域
の
医
療
提
供
体
制
に
つ
い
て

は
、
必
要
な
ス
タ
ッ
フ
、
施
設
整
備
、

効
率
的
な
経
営
等
様
々
な
課
題
が
あ
る

中
、
引
き
続
き
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
建
て
替
え
規
模
の

縮
小
は
、
す
で
に
検
討
を
行
っ
て
い
ま

す
。
病
床
の
個
室
化
は
、
稼
働
率
の
向

上
を
図
る
と
と
も
に
、
新
興
感
染
症
発

生
時
の
対
策
の
強
化
と
病
床
運
用
の
効

率
化
を
図
る
た
め
の
も
の
で
、
個
室
化

に
よ
り
発
生
し
た
費
用
は
、
後
の
効
率

的
な
運
営
に
よ
る
対
応
を
想
定
し
て
い

ま
す
。
な
お
、
常
時
観
察
が
必
要
な
方

等
に
対
応
す
る
た
め
、
各
病
棟
に
４
人

部
屋
を
複
数
配
置
予
定
で
す
。

長
浜
市
立
湖
北
病
院
の

建
て
替
え
規
模

矢
守
　
昭
男 

議
員

 

（
新
し
い
風
）

田
中
　
真
浩 

議
員

 

（
新
し
い
風
）

長
浜
市
の
観
光
戦
略
は

問
長
浜
が
舞
台
と
な
る
大
河
ド
ラ
マ「
豊

臣
兄
弟
！
」
の
機
を
逃
さ
ず
、
観
光
事

業
に
生
か
す
た
め
に
、
市
は
ど
ん
な
観

光
戦
略
を
考
え
て
い
る
の
か
。

答
北
近
江
豊
臣
博
覧
会
で
は「
特
設
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
」
を
立
ち
上
げ
、
最
新
情
報

や
紹
介
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
を
開
始
し
ま
し
た
。

当
該
博
覧
会
を
通
じ
、
本
市
の
魅
力
を

全
国
へ
発
信
し
、
開
か
れ
た
シ
ビ
ッ
ク

プ
ラ
イ
ド
の
醸
成
を
図
り
活
性
化
に
繋

げ
て
い
き
ま
す
。

問
大
河
ド
ラ
マ
の
観
光
効
果
は
一
過
性

で
終
わ
る
こ
と
が
多
い
が
、
そ
の
後
に

つ
な
が
る
観
光
戦
略
は
あ
る
か
。

答
本
博
覧
会
で
育
ま
れ
た
絆
や
ノ
ウ
ハ

ウ
を
長
浜
観
光
連
携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
へ
継
承
し
、
観
光
地
の
魅
力
向
上
と

持
続
的
発
展
に
繋
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
石
田
三
成
公
の
大
河
ド
ラ
マ

誘
致
も
進
め
る
ほ
か
、
本
博
覧
会
で
生

ま
れ
た
他
市
と
の
連
携
を
活
か
し
、
広

域
的
な
ま
ち
づ
く
り
や
地
域
活
性
化
等

に
も
繋
げ
て
い
き
ま
す
。

問
提
供
会
員
に
よ
る
送
迎
５
０
０
円（
距

離
に
よ
り
増
額
）・
預
か
り
１
時
間
７
０

０
〜
９
０
０
円
を
、
負
担
と
報
酬
の
バ

ラ
ン
ス
や
近
年
の
最
低
賃
金
に
鑑
み
て

増
額
で
き
な
い
か
問
う
。

答
令
和
４
年
度
の
活
動
実
態
調
査
に
よ

る
と
、
全
国
で
９
割
近
く
の
自
治
体
が

１
時
間
５
０
０
円
〜
９
０
０
円
と
し
て

お
り
、
県
内
市
町
も
同
様
の
傾
向
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
近
年
の
社
会
経
済

状
況
が
変
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
他

市
の
状
況
や
負
担
等
も
考
慮
し
報
酬
の

見
直
し
を
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

問
子
育
て
世
帯
の
共
働
き
核
家
族
が
増

加
し
て
い
る
中
、
フ
ァ
ミ
サ
ポ
は
今
後

も
継
続
す
べ
き
と
考
え
る
の
か
問
う
。

答
子
ど
も
た
ち
が
安
全
・
安
心
に
過
ご

せ
る
環
境
を
整
え
る
た
め
に
も
、
長
浜

市
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
を
図
り
、

企
業
に
協
力
を
依
頼
す
る
な
ど
新
た
な

会
員
の
確
保
方
法
を
検
討
・
工
夫
し
な

が
ら
、
今
後
も
継
続
し
て
実
施
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
事
業
の

周
知
と
会
員
増
を

村
山
さ
お
り 

議
員

 

（
つ
な
ぐ
長
浜
）

鬼
頭
　
明
男 

議
員

 

（
日
本
共
産
党
）

公
共
施
設
、空
調
設
備
の

修
理・改
修
を
早
期
に
！

問
市
民
の
方
か
ら
「
早
く
直
し
て
欲
し

い
」、「
い
つ
直
る
の
か
」
な
ど
の
声
が

上
が
っ
て
い
る
。
把
握
と
解
決
策
に
つ

い
て
問
う
。

答
浅
井
図
書
館
と
び
わ
図
書
館
の
空
調

設
備
に
不
具
合
が
あ
り
利
用
者
の
皆
様

に
は
、
ご
不
便
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
に
つ
き
ま
し
て
は
、
両
館
と
も

全
館
空
調
の
た
め
、
修
繕
に
は
大
規
模

な
工
事
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、「
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
」
で
は
、複
合
化
・

多
機
能
化
等
を
検
討
す
る
と
し
て
お
り
、

今
般
策
定
を
予
定
し
て
い
ま
す
、
第
３

期
に
あ
た
る
「
図
書
館
基
本
計
画
」
の

な
か
で
、
既
存
の
施
設
に
こ
だ
わ
る
こ

と
な
く
今
後
の
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
や
施

設
の
在
り
方
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
検
討
結
果
を
踏
ま
え
、

適
正
な
対
応
を
模
索
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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個 人 一 般 質 問

各議員の一般質問録画映像はQRコードからアクセスできます！

　９月 28 日から 10 月８日まで開催された「第
79 回国民スポーツ大会（国スポ）」と、10 月
25 日から 27 日まで開催された「第 24 回全国
障害者スポーツ大会（障スポ）」に公務として議
長が出席しました。
　両大会では県内各地で熱戦が繰り広げられ、
多くの選手や関係者、観客が参加し、地域全体
が活気にあふれました。大会は地域のスポーツ
の発展や障がい者スポーツへの理解を深める大
きな契機となり、盛況のうちに終了しました。
　この大会の成果を生かし、今後もスポーツを
通じて地域の活性化や、誰もが輝ける社会の実
現につながることが期待されます。

西之表市・中種子町ごみ袋

岩
川
　
信
子 

議
員

 

（
恵
風
会
）

ご
み
袋
、

選
べ
る
時
代
へ
！

問
他
市
で
は
指
定
ゴ
ミ
袋
を
ス
ー
パ
ー

の
レ
ジ
袋
と
し
て
販
売
、
利
用
で
き
る

仕
組
み
を
導
入
し
て
い
る
例
が
あ
る
。

本
市
に
お
い
て
も
、
同
様
の
方
式
を
取

り
入
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
お
考
え
が
あ

る
か
問
う
。

答
一
部
の
自
治
体
に
お
い
て
は
、
指
定

ご
み
袋
を
ス
ー
パ
ー
の
レ
ジ
袋
と
し
て

販
売
し
、
そ
の
ま
ま
家
庭
ゴ
ミ
の
排
出

に
利
用
で
き
る
仕
組
み
を
導
入
し
て
い

る
例
も
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
お
り
ま

す
。
レ
ジ
袋
と
の
兼
用
化
に
つ
い
て
は
、

事
業
者
と
の
調
整
や
レ
ジ
袋
と
し
て
の

規
格
、
強
度
の
確
保
、
価
格
設
定
な
ど
、

解
決
す
べ
き
課
題
も
数
多
く
ご
ざ
い
ま

す
の
で
、湖
北
広
域
行
政
事
務
セ
ン
タ
ー

と
連
携
し
な
が
ら
、
先
進
事
例
等
を
研

究
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

問
事
務
ミ
ス
を
は
じ
め
と
し
た
諸
問
題

に
関
し
て
、
課
の
責
任
で
終
わ
ら
せ
る

問
題
で
は
当
然
な
い
。
今
後
の
責
任
あ

る
対
応
に
つ
い
て
、
組
織
と
し
て
の
考

え
方
を
改
め
て
問
う
。

答
責
任
あ
る
対
応
と
し
て
、
職
員
個
々

の
意
識
と
ス
キ
ル
の
み
な
ら
ず
、
組
織

と
し
て
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
在
り
方
を

改
善
す
る
こ
と
で
、
再
発
防
止
を
目
指

し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
組
織
全
体
で
の
情
報
共
有

を
強
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
事
務
ミ
ス

の
早
期
発
見
と
解
決
を
図
り
ま
す
。
責

任
所
在
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
「
個
人

の
責
任
あ
り
き
」
で
は
な
く
、
組
織
の

負
う
べ
き
責
任
も
併
せ
て
検
討
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

市
と
し
て
は
、
市
民
の
信
頼
を
守
る
た

め
、
組
織
全
体
と
し
て
の
課
題
解
決
に

取
り
組
み
ま
す
。

事
務
ミ
ス
を
は
じ
め
と
し
た

諸
問
題
に
関
す
る

責
任
所
在
の
考
え
方
を

北
川
　
陽
大 

議
員

 

（
つ
な
ぐ
長
浜
）

わた SHIGA 輝く国スポ・
障スポ 2025 が開催されました

地域住民の医療を受ける権利を保
障するために、診療報酬の改善や
財政支援を国に求める意見書

　健康福祉常任委員会から意見書案が提出さ
れ、９月 30 日の本会議において全員一致で
可決し、衆議院議長、参議院議長、内閣総理
大臣、厚生労働大臣及び財務大臣あてに送付
しました。

【意見書】※一部抜粋
　地域で暮らす誰もが等しく安心して医療を
受けることができるよう、診療報酬の改定な
らびに 2025 年度中の財政支援を実施される
ことを強く求めます。

意見書の全文はこちら

意見書案第３号
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議会についての
ホームページは
こちらから見ら
れます。

今後の会議予定（11 月１日以降）

次回議会だよりの
発行は

2/1を
予定しています。

長浜市議会
広報広聴委員会
TEL 65-6547

　
「
地
球
沸
騰
」
と
い
わ
れ
た
暑
い
、

暑
い
夏
が
終
わ
り
よ
う
や
く
秋
が
深

ま
っ
て
き
ま
し
た
。
市
議
会
は
令
和

７
年
８
月
の
招
集
議
会
か
ら
新
し
い

体
制
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
今
回

は
９
月
定
例
月
議
会
の
内
容
を
中
心

に
お
伝
え
し
ま
し
た
。

　

さ
て
、私
は
最
近
、美
容
院
で
「
家

の
ゴ
ミ
出
し
を
僕
が
し
て
い
る
の
や

け
ど
、
大
袋
に
一
杯
詰
め
て
縛
る
の

に
、
袋
の
口
の
中
央
に
あ
る
ひ
も
状

の
と
こ
ろ
、
も
う
ち
ょ
っ
と
長
く
し

て
ほ
し
い
ん
や
け
ど
。」
と
い
う
要

望
を
聞
か
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
こ

ん
な
ふ
う
に
自
然
と
意
見
を
聞
か
せ

て
も
ら
う
時
も
あ
り
ま
す
が
、
議

員
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
皆
さ
ん
の
意

見
、
声
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
が
必
要

だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
市
民
の
皆

さ
ん
も
こ
の
議
会
だ
よ
り
を
通
し

て
、
議
員
の
様
子
も
気
に
か
け
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
お
互
い

に
意
見
を
交
換
し
な
が
ら
、
よ
り
よ

い
長
浜
市
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

11月20日（木） 定例常任委員会
11月21日（金） 議会運営委員会
11月28日（金） 12月定例月議会本会議（議案上程、提案説明）
12月３日（水） 議会運営委員会
12月10日（水） 本会議（質疑、個人一般質問）
12月11日（木） 本会議（個人一般質問）
12月12日（金） 本会議（個人一般質問）
12月15日（月） 産業建設常任委員会、予算分科会
12月16日（火） 健康福祉常任委員会、予算分科会
12月17日（水） 総務教育常任委員会、予算分科会
12月19日（金） 予算常任委員会
12月23日（火） 12月定例月議会本会議（委員会報告、討論、採決）
 議会運営委員会

定例月議会は、３月、６月、９月、
12 月に開催します。傍聴をご希
望の方は、会議開催日に、長浜市
役所６階議会事務局までお越しく
ださい。

※	日程は変更される場合があります。このほかにも随時、議会運営委員会等が開催されます。
詳しくはホームページまたは議会事務局へご確認ください。

議会をもっと知ろう

議会を傍聴しよう

議員ってどんな仕事？１年と１日を紹介します！
～議員の 1 年のしごと～ ～議員のとある1日～

6:00

13:30

10:00

16:30

20:00

9:00

16:00

18:30

12:00

17:00

23:30

起床春

３月 ３月定例月議会

 常任委員会

４月 常任委員会

５月 常任委員会

９月 ９月定例月議会

 常任委員会

10月 常任委員会

 行政視察

11月 常任委員会

６月 ６月定例月議会

 常任委員会

７月 常任委員会

８月 招集議会

 常任委員会

12月 12月定例月議会

 常任委員会

１月 常任委員会

２月 常任委員会

（３～５月）

（９～11 月）

（６～８月）

（12 ～２月）

秋

夏

冬

相談者と面談

打ち合わせ
常任委員会

面談内容の整理
結果をまとめ、今後の進め方を検討

今日の委員会の内容を復習、
明日の活動に向けて下調べ等

登庁

帰宅

夕食

昼食

相談者に連絡

就寝

このほかにも、
・市政について気になる
ことがあったら、担当課
に行って話を聞きます。
・自分の研究テーマにつ
いて、実際に現地を見に
行きます。

適宜、他の委員
会や会派視察等
を行っています。


